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ま え が き 

 
 いわゆるバブル経済崩壊後、若年の非正規雇用労働者の増加が問題視されているが、2000
年代に入ると、もはや若年とは呼べない、「壮年」と呼ぶべき年齢層の非正規雇用労働者も増

加するようになった。 
 そのような背景のもと、労働政策研究・研修機構（JILPT）では、2012 年度より「壮年非

正規労働者の働き方と意識に関する研究」に取り組んでいる。同研究では、2012 年に個人ヒ

アリング調査を、2013 年に住民基本台帳を母集団とした全国アンケート調査「職業キャリア

と働き方に関するアンケート」を実施してきた。 
それらの結果から、男性・無配偶女性の場合、壮年非正規雇用労働者は若年非正規雇用労

働者よりも不本意な理由から非正規雇用を選択している場合が多いこと、壮年非正規雇用労

働者は自らが家計の担い手である場合が多いにもかかわらず、正社員とは異なり若年期から

壮年期にかけて職務が高度化せず賃金・年収も上がりにくいことから、若年非正規雇用労働

者よりも貧困に陥りやすく、生活に対する不満も強いことなどが明らかになった。 
今般、JILPT では、壮年期に非正規雇用からキャリアアップするための条件を明らかにす

るため、5 年前の時点で 30～39 歳であり、非正規雇用で働いていた男女に、アンケート調

査を実施した。本調査シリーズは、政策的関心が高いと考えられる、非正規雇用から正社員

への転換の実態に焦点を当てて、調査結果を紹介・分析するものである。調査にご協力くだ

さった皆様に、この場を借りて改めて御礼を申し上げる。 
本調査シリーズが、政策担当者の参考となるとともに、人々が自身の希望に沿った職業キ

ャリア、働き方を実現するための一助となれば幸いである。 
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